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曹渓寺（チョゲサ）・景福宮� 編集部撮影
　古宮や伝統韓屋が残る仁寺洞（インサドン）に近いソウル中心部にあります。
　ビルの立ち並ぶ一角にある目にも鮮やかな寺院は、見頃を迎えた蓮の葉の濃い緑でより一層、際立っていました。色淡く 
繊細な刺繍を施したチョゴリと華やかなチマの伝統韓服姿の外国人女性が散策に訪れる景福宮は朝鮮王朝時代の王宮で、 
ソウルのパワースポットとしても人気です。� （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

30 11 ７ 水 木８

12,450円（消費税込み・テキスト代を含む）

東京事務所　教育課
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　東京都溶接協会は７月21日、昭島市の都立多摩職業
能力開発センターで指導教員向け研修会、同29日には
足立区の都立城東職業能力開発センターで初心者の生徒
を対象とした研修会を相次いで開催した。
　また、８月29日には江東区の産学協同センターで毎
年恒例となった東京都高校生溶接コンクール（若手人材
育成溶接コンクール）の参加希望者への研修会を開催し
12月15日の本番に向けた練習を行った。各会場とも実
習中は講師陣が各ブースを丹念に回り、受講者全員に丁
寧な指導をした。

今後のスケジュール

一般社団法人 東京都溶接協会

　

全
国
労
働
安
全
衛
生
週
間
は
、

国
民
の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意

識
を
高
揚
さ
せ
、
事
業
場
に
お

け
る
自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活

動
を
通
じ
た
労
働
者
の
健
康
確

保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　

労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る
状

況
に
つ
い
て
み
る
と
、
過
重
労

働
等
に
よ
っ
て
労
働
者
の
尊
い

命
や
健
康
が
損
な
わ
れ
、
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関

す
る
強
い
不
安
、
悩
み
又
は
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働
者
は
、

依
然
と
し
て
半
数
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
労
働
安
全
衛

生
法
（
昭
和
47
年
法
律
第
57
号
）

に
基
づ
く
一
般
健
康
診
断
に
お

け
る
有
所
見
率
は
5
割
を
超
え
、

年
々
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

病
気
を
抱
え
た
労
働
者
の
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
に
つ
い
て

は
、﹁
働
き
方
改
革
実
行
計
画
﹂

に
基
づ
き
、
企
業
の
意
識
改
革

や
企
業
と
医
療
機
関
の
連
携
強

化
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
社

会
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

の
整
備
等
に
着
実
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え

今
年
度
は

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

み
ん
な
で
進
め
る
働
き
方
改
革
」

　

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、

全
国
一
斉
に
積
極
的
な
活
動
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

　 

全
国
労
働
衛
生
週
間

　
　
　

│
│
９
月
は
準
備
期
間

本
年
で
39
回
を
迎
え
る
「
ク
レ
ー
ン
の
日
」
を
契
機
に
、
ク
レ
ー
ン
等
の
労

働
災
害
に
つ
な
が
る
職
場
の
危
険
有
害
要
因
を
的
確
洗
い
出
し
、
積
極
的
に

改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
関
係
者
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
組
織
的
、

計
画
的
か
つ
継
続
的
に
安
全
管
理
活
動
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

①第５回　東京都高校生溶接コンクール
　　　　　（若手人材育成溶接コンクール）
　　日時：平成30年12月15日(土)　午前９時～
　　場所：産学協同センター

②第10回　関東甲信越高校生溶接コンクール
　　日時：平成31年４月27日(土)　午前９時～
　　場所：神鋼溶接サービス㈱　研修センター

学校関係者で見学希望の方は下記へお問合せください。
一般社団法人 東京都溶接協会 事務局　電話03－3685－5448

担当講師と参加した生徒

実習中の模様
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〈法改正情報〉
1. 国民年金保険料の産前産後期間の免除制度
　国民年金第1号被保険者が出産を行った際には、出産前後の一定期間の国民年金保険料が免除される制度が平成31年4月1日から始
まります。この改正の対象となる方は「国民年金第1号被保険者」で出産日が平成31年2月1日以降となります。
　免除される保険料は、出産予定日又は出産日が属する月の前月から4か月間（「産前産後期間」）の国民年金保険料です。なお、多
胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の3か月前から6か月間の国民年金保険料が免除されます。この制度の対象となる
出産とは、妊娠85日（4か月）以上の出産となり、死産、流産、早産された方も含みます。
　申請先は住民登録をしている市（区）役所・町村役場の国民年金担当となります。申請書は、平成31年4月から年金事務所または市 

（区）役所・町村役場の国民年金の窓口に備え付けられる予定です。また、平成31年4月以降からホームページからもプリントアウト
することができるようになる予定です。

2. 労働者派遣の派遣期間制限
　平成27年9月30日の施行の法改正により、同一の派遣先事業所において労働者派遣の受入れを行うことができる期間は、原則とし
て3年が限度となりました。施行から3年が経過する平成30年10月1日以後、労働者派遣を受けられなくなったり、一定の事項を履行
せずにいると、直接雇用の申し込みを受けたとみなされることとなります。なお、施行日時点ですでに締結されている労働者派遣契
約については、その労働者派遣契約が満了するまで、改正前の法律の期間制限が適用されます。

〈派遣期間の上限〉
　現在の期間制限（いわゆる26業務以外の業務に対する労働者派遣について、派遣期間の上限を原則1年〈最長3年〉とするもの）が
改正されました。このため施行日以後に締結および更新される労働者派遣契約では、すべての業務に対して派遣期間に次の①および
②の制限が適用されます。ただし経過措置施行日時点ですでに締結されている労働者派遣契約については、その労働者派遣契約が終
了するまで、改正前の法律の期間制限が適用されます。

①受け入れ期間の延長
　派遣先が3年を超えて受け入れようとする場合は、派遣先の過半数労働組合等からの意見を聴く必要があります。ただし、1回の意
見聴取で延長できる期間は3年までとなります。なお、以下の方は、例外として期間制限の対象外となります。
　・派遣元で無期雇用されている派遣労働者
　・60歳以上の派遣労働者など
　事業所単位の期間制限による3年の派遣可能期間を延長する場合、派遣先はその事業所の過半数労働組合等に対して意見を聴く必
要があります。なお、過半数労働組合が存在しない場合は、事業所の労働者の過半数を代表する者の意見を聴く必要があります。
　意見聴取は、派遣の受入れの継続の是非について、労使間で実質的な話合いが行われることが重要です。意見聴取は、事業所単位
の期間制限の抵触日の1か月前までに行うことが必要です。また、過半数労働組合等から異議が示されたときは、対応方針等を説明
する義務があります。

②派遣先事業所単位の期間制限
　同一の派遣労働者を、派遣先の事業所における同一の組織単位において受け入れることができる期間は3年が限度となります。 
組織単位とは、いわゆる「課」などを想定しています。このため、派遣労働者個人単位の期間制限では、3年を超えて同じ課での受
入れはできません。別の派遣労働者を同じ課で受入れるのであれば可能です。また、課が異なれば同じ派遣労働者について3年を超
えて受入れることが可能となります。

〈労働契約申込みみなし制度〉
　新たに設けられる事業所単位・個人単位の2つの期間制限のどちらに違反した場合も、労働契約申込みみなし制度の対象となります。
また、派遣元は派遣労働者に対して就業条件などを明示する際に、期間制限違反が労働契約申込みみなし制度の対象となる旨も明示
しなければなりません。
　期間制限に違反して労働者派遣を受け入れた場合は違法派遣となり、その時点で派遣先が派遣労働者に対して、その派遣労働者の
派遣元における労働条件と同一の労働条件を内容とする労働契約の申込みをしたものとみなされます。ただし派遣先が違法派遣に該
当することを知らず、かつ、知らなかったことに過失がなかったときを除きます。

高校生溶接コンクール 協賛企業



第55巻第 9 号� 2018年（平成30年）9　月 1 日発行　　　（　4　）

講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　http://www.bcsa.or.jp

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3 階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6
タニビル 5 階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20
機缶健保会館 2 階

TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10
千葉第一生命ビル 2 階

TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2
JA共済埼玉ビル 6 階

TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3 階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

種類 講　習　名 9月 10月 11月 12月〜2月

技
　
能
　
講
　
習

玉掛 け 技 能 講 習 茨城9/13　栃木9/4
埼玉9/5　甲信9/13

栃木10/2
埼玉10/3　10/31
甲信10/11

栃木11/6　千葉11/7
甲信11/8

茨城12/6　栃木12/4　1/22　2/5
埼玉12/5　1/9　2/13　千葉2/14
甲信12/13　1/17　2/14

床 上 操 作 式
ク レ ー ン 運 転

栃木9/11　埼玉9/26
甲信9/6

茨城10/11　栃木10/16
埼玉10/17　甲信10/25

埼玉11/29　千葉11/29
甲信11/21

茨城1/17　栃木12/11
埼玉12/12　2/6　千葉2/19
甲信12/20　1/24

小 型 移 動 式
ク レ ー ン 運 転 千葉9/25 甲信10/1 茨城1/17　栃木2/14

甲信12/5　2/5

フォークリフト運転 栃木9/25　埼玉9/11
千葉9/4 栃木10/23 栃木11/13　11/2

埼玉11/7
栃木1/15　埼玉1/16　2/20
千葉12/5

ボ イ ラ ー 取 扱 東京11/7 茨城12/11　東京2/7

普通第一種圧力容器
取 扱 作 業 主 任 者 茨城2/5

は い 作 業 主 任 栃木2/19

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転
特 別 教 育 栃木9/19　甲信9/18 栃木10/10　甲信10/19 栃木11/20 栃木12/18　1/30　2/26

甲信12/17　2/21

高所作業車運転業務特別教育
低圧電気取扱業務特別教育

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者 茨城9/26 東京1/10

移動式クレーン定期自主検査者 東京9/6

移動式クレーン運転士 茨城11/14

玉掛け業務従事者
フォークリフト運転業務従事者

★日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。

日
時
・
会
場

　

◦
十
月
十
三
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
十
四
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
一
月
三
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
一
月
四
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
十
一
月
十
日（
土
）　　
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
十
二
月
八
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
二
月
九
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
一
月
十
二
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
一
月
十
三
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
十
月
九
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
十
二
時

　

実
技
＝
十
月
九
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、五
〇
〇
円

　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902

１
日
▽
防
災
の
日

　
　
　

関
東
大
震
災
記
念
日

　
　
　

富
山
八
尾
風
の
盆
（
〜
３
日
）

４
日
▽
敦
賀
気
比
神
宮
祭

５
日
▽JA

SIS 2018

　
　
　
（
旧
：
分
析
展
／
科
学
機
器
展
）

　
　
　
（
〜
７
日
幕
張
メ
ッ
セ
）

７
日
▽
白
露

９
日
▽
救
急
の
日

11
日
▽
東
京
芝
大
神
宮
し
ょ
う
が
市（
〜
21
日
）

13
日
▽
世
界
の
法
の
日

15
日
▽
老
人
の
日

　
　
　

老
人
週
間
（
〜
21
日
）

　
　
　

岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭

16
日
▽
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
や
ぶ
さ
め

17
日
▽
敬
老
の
日

20
日
▽
彼
岸
入
り

　
　
　

空
の
日

　
　
　

動
物
愛
護
週
間
（
〜
26
日
）

21
日
▽
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
〜
30
日
）

23
日
▽
秋
分
の
日

　
　
　

彼
岸
中
日

24
日
▽
振
替
休
日
、
十
五
夜

　
　
　

結
核
予
防
週
間

26
日
▽
彼
岸
明
け

28
日
▽JIM

A2018 

第
９
回
総
合
検
査
機
器
展

　
　
　
（
〜
28
日 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

30
日
▼
ク
レ
ー
ン
の
日

※�

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
関
係
諸
団
体
に
ご

確
認
下
さ
い
。

九 

月
長な
が 

月つ
き


